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データのモデル化、あてはめ(Fit)、回帰 

 ばらつきのある測定値に適当なモ
デル（直線や曲線）であてはめるこ
と 

 モデル 

 直線の場合。。。線形回帰 

 多項式の場合 

 一般の関数の場合 

 データの誤差 

 各点共通の場合 

 各点で重みが異なる場合 

 モデル点のまわりのばらつき 

 正規分布の場合 

 それ以外の場合 
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最小二乗フィット(例：直線モデル） １ 
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測定値の組( , )があり、独立変数と従属変数 の間の関係を

　

で近似するとき　、 に関する最も確からしい推定値は

どうやって決められるか？

母集団における係数を とし、”真”の関係式を

さらに測定値 は平均値 、標準偏差 の

正規分布に従うと仮定する。
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正規分布に従う
母集団から標本
を1個採ってくる
のが測定 



最小二乗フィット(例：直線モデル） ２ 
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を観測する確率（密度） は

個の観測値 の組を得る確率（密度）は

同様に任意の係数推定値 に従うときに観測値 の組を得る確率（密度）は
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観測は母集団 から採取する操作。　

の最大値を与えるような が の最尤推定値。

最尤法の考え方 



最小二乗フィット(例：直線モデル） ３ 
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二乗の和を最小にするので
最小二乗フィットと呼ぶ。 

2フィットともいう。 
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各点の誤差が同一のとき

を最小にする( を

求めることは、各測定点 とモデル点

( の距離のニ乗和を最小にする

を求める
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価

し

ことと等



あてはめの良さ(Goodness of Fit) 
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 （直線モデルの場合 ）

は自由度 はパラメータの数、直線の場合 で２）

の に従う。　期待値は 。

これがあてはめの良さ（仮定したモデル関数の妥当性、

パラメータ が適当であること、測定誤差が正しく評価

されていること）の基準になる。

を自

カイ自乗分布

由度 で割った reduced chi-squareを という。
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
 は中心0,標準偏差１の正規分布に従う

gnuplotのfitでは自由度はdegrees of freedom (ndf) : として 

reduced 2はvariance of residuals (reduced chisquare) = WSSR/ndf : として表示されている 


